
 

岡部研究プロジェクト「研究論文概要集」(2002年度秋学期) について 

  

 岡部研究プロジェクトでは、1998年度春学期以降、参加メンバーが学期中に執筆したすべて

の研究論文の「概要」を学期毎に一冊にとりまとめて刊行しています。本書は、2002年度秋学期

のものであり、このシリーズの第８号に該当します。 

 今学期の研究テーマは、研究プロジェクト１は「金融研究：情報化の進展と金融業」、研究プ

ロジェクト２は「日本経済研究：情報技術革新と日本経済」であり、ともに情報通信技術革新の

インパクトを広範に検討することを中心課題としました。今回の概要集は、第３号以降の刊行

物と同様、二つの特徴があります。一つは、ここに収録されている論文要旨は、すべて研究報

告会議（今回は2003年1月18～19日に湘南国際村で開催）において報告され、そこでの討議を踏

まえて改訂されたものとなっていることです。もう一つは、この冊子の刊行が湘南藤沢学会の

正式刊行物として発行されたことです。 

 本書を刊行する理由は二つあります。第１に、各研究の成果の要点を記録しておくこと自体

に意味があることです。第２には、研究テーマとして多様な視点があることを示すことによっ

て、今後の研究の糸口を見つけるヒントになることが期待されるからです。なお、個々の論文

に対する質問等は、直接執筆者に対して行ってください（電子メールアドレスは各人の名前のあ

との記号＠sfc.keio.ac.jp です）。 

 なお、これらのうち最優秀と認められたもの（各研究プロジェクト１編、計２編）は、従来ど

おり、その論文全体が単独刊行物として湘南藤沢学会より刊行される予定です。従来のそうし

た岡部研究プロジェクト優秀論文は、それぞれすでに公刊されているほか、そのすべてがイン

ターネット（岡部研究プロジェクトのウエブサイト、アドレスは下記）上でも公開されており、

論文全体を簡単にダウンロードすることもできます。 

   2003年1月 

         総合政策学部    岡部  光明       

http://web.sfc.keio.ac.jp/~okabe/            
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